
▽
平
成
２０
年
度
朝
霞
市
一
般
会
計
予

算
平
成
２０
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

定
例
会
初
日
の
２
月
２９
日
に
市
長
か

ら
施
政
方
針
、
予
算
編
成
の
説
明
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

予
算
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
３３８
億
９
７
０
０
万
円
で
、
前
年
度

対
比
０．１
㌫
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
施
策
の
一
部
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
広
報
あ
さ

か
４
月
１
日
号
の
巻
頭
記
事
も
あ
わ

せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
都
市
づ
く
り
】

◇
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

◇
北
朝
霞
陸
橋
落
橋
防
止
対
策
設
計

◇
生
け
垣
設
置
奨
励
補
助
金

◇
新
高
橋
ふ
れ
あ
い
広
場
用
地
の
購

入
【
生
活
環
境
づ
く
り
】

◇
八
都
県
市
合
同
防
災
訓
練
の
実
施

◇
水
質
調
査
、
大
気
調
査

◇
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
環
境
調
査

◇
地
域
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
推
進
補
助

【
社
会
づ
く
り
】

◇
溝
沼
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
保
育
室

の
定
員
拡
充

◇
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
策
定

◇
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
開
始

【
人
づ
く
り
】

◇
中
学
校
自
由
選
択
制
の
実
施

◇
第
四
小
学
校
改
築
事
業
（
工
事
）

◇
湧
水
「
代
官
水
」
の
保
存
整
備

◇
広
沢
の
池
周
辺
の
整
備

【
産
業
づ
く
り
】

◇
「
朝
霞
ブ
ラ
ン
ド
」
の
推
奨
・
普

及
◇
市
民
農
園
の
開
設

◇
地
場
野
菜
の
生
産
振
興

◇
勤
労
者
研
修
講
座
の
実
施

【
地
域
づ
く
り
】

◇
町
内
会
、
自
治
会
等
へ
の
補
助

◇
市
民
ま
つ
り
へ
の
助
成

◇
男
女
平
等
推
進
に
関
す
る
諸
施
策

の
推
進

【
給
付
事
業
の
引
き
上
げ
な
ど
】

◇
私
立
保
育
園
就
園
費
等
補
助
金
の

拡
大

（
３
万
１
千
円
↓
３
万
５
千
円
）

◇
幼
稚
園
就
園
費
等
補
助
金
の
拡
大

（
３
万
１
千
円
↓
３
万
５
千
円
）

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
平
成
２０
年
度
朝
霞
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１０８
億
８
１
３
３
万
７
０
０
０
円
で
、

前
年
度
対
比
１２
㌫
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
平
成
２０
年
度
朝
霞
市
老
人
保
健
特

別
会
計
予
算

予
算
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
９
億
３
９
６
８
万
５
０
０
０
円
で
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
移
行
に

伴
い
、
前
年
度
対
比
８５
・
１
㌫
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
平
成
２０
年
度
朝
霞
市
朝
霞
都
市
計

画
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１６
億
９
８
２
０
万
３
０
０
０
円
で
、

前
年
度
対
比
７．３
㌫
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
平
成
２０
年
度
朝
霞
市
介
護
保
険
特

別
会
計
予
算

予
算
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
３２
億
３
６
３
１
万
２
０
０
０
円
で
、

前
年
度
対
比
５．５
㌫
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
平
成
２０
年
度
朝
霞
市
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
７
億
９
８
５
０
万
６
０
０
０
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

平
成
２０
年
度
各
会
計
予
算
を
審
議

一
般
会
計
予
算
は

３３８
億
９
７
０
０
万
円

平
成
２０
年
第
１
回
朝
霞
市
議
会
定
例
会
は
、
去
る

２
月
２９
日
か
ら
３
月
２５
日
ま
で
の
２６
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
３０
議
案
が
提
出
さ

れ
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
を
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
最
終
日
に
は
議
員
提
出
議
案
が
２
件
提
出

さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

議
案
の
件
名
と
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

第１回朝霞市議会定例会
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▽
平
成
２０
年
度
朝
霞
市
水
道
事
業
会

計
予
算

収
益
的
収
入
お
よ
び
支
出
に
つ
い

て
は
、
収
入
の
水
道
事
業
収
益
が
２０

億
９
４
６
１
万
８
０
０
０
円
で
、
前

年
度
対
比
０．８
㌫
の
減
、
支
出
の
水
道

事
業
費
が
１９
億
７
３
６
７
万
２
０
０

０
円
で
、
前
年
度
対
比
１．１
㌫
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

資
本
的
収
入
お
よ
び
支
出
に
つ
い

て
は
、
収
入
が
５５１
万
７
０
０
０
円
、

支
出
が
８
億
８
６
０
０
万
１
０
０
０

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
平
成
１９
年
度
朝
霞
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

１
億
９
８
１
９
万
６
０
０
０
円
の

増
額
で
、
予
算
総
額
は
３３８
億
５
９
５

８
万
３
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
平
成
１９
年
度
朝
霞
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

３
億
９１８
万
４
０
０
０
円
の
増
額
で
、

予
算
総
額
は
１０７
億
１
９
９
８
万
１
０

０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
平
成
１９
年
度
朝
霞
市
老
人
保
健
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

１７６
万
円
の
増
額
で
、
予
算
総
額
は

６４
億
８
９
２
５
万
５
０
０
０
円
と
な

り
ま
し
た
。原

案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
平
成
１９
年
度
朝
霞
市
朝
霞
都
市
計

画
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

７８５
万
３
０
０
０
円
の
増
額
で
、
予

算
総
額
は
１８
億
４
５
０
４
万
６
０
０

０
円
と
な
り
ま
し
た
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
平
成
１９
年
度
朝
霞
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

１
億
５８０
万
２
０
０
０
円
の
増
額
で
、

予
算
総
額
は
３６
億
４
９
７
４
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
朝
霞
市
自
転
車
駐
車
場
設
置
及
び

管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

朝
霞
駅
北
口
第
３
自
転
車
駐
車
場

を
朝
霞
駅
東
口
立
体
自
転
車
駐
車
場

に
、
朝
霞
駅
北
口
地
下
自
転
車
駐
車

場
な
ら
び
に
朝
霞
駅
北
口
原
動
機
付

自
転
車
駐
車
場
の
名
称
を
東
口
に
改

め
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休

暇
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

▽
朝
霞
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

い
ず
れ
も
原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

朝
霞
市
融
資
審
査
会
規
則
を
廃
止

し
た
た
め
、
融
資
審
査
会
の
項
を
削

り
、
ま
た
、
労
働
安
全
衛
生
法
の
規

定
に
よ
り
産
業
医
の
選
任
が
必
要
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
学
校
産
業
医
を

加
え
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
朝
霞
市
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

朝
霞
都
市
計
画
事
業
広
沢
土
地
区

画
整
理
事
業
特
別
会
計
を
廃
止
す
る

こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す
る

も
の
で
す
。原

案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
朝
霞
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
新

た
に
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額

を
加
え
る
と
と
も
に
、
基
礎
課
税
額
、

介
護
納
付
金
課
税
額
お
よ
び
後
期
高

齢
者
支
援
金
等
課
税
額
の
賦
課
限
度

額
を
法
定
限
度
額
に
合
わ
せ
る
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
朝
霞
市
入
学
準
備
金
貸
付
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

学
校
教
育
法
の
改
正
に
伴
い
、
所

要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
朝
霞
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療

費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

▽
朝
霞
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

老
人
保
健
制
度
が
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
移
行
す
る
こ
と
に
伴
い
、

支
給
対
象
と
な
る
医
療
保
険
各
法
に

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法

律
を
加
え
る
も
の
で
す
。

い
ず
れ
も
原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
朝
霞
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
い
、
所
要
の
改
正

を
行
い
、
保
険
者
が
行
う
保
健
事
業

と
し
て
、
新
た
に
、
特
定
健
康
診
査

等
を
位
置
づ
け
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
朝
霞
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例介

護
保
険
法
施
行
令
お
よ
び
介
護

保
険
の
国
庫
負
担
金
の
算
定
政
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
に
よ
り
、
介

護
保
険
料
の
激
変
緩
和
措
置
を
引
き

続
き
平
成
２０
年
度
も
講
ず
る
こ
と
と

し
た
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
朝
霞
市
駅
前
広
場
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

朝
霞
駅
東
口
広
場
が
新
設
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
同
広
場
を
加
え
る
も

の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
朝
霞
市
駐
車
場
設
置
及
び
管
理
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

朝
霞
駅
北
口
周
辺
地
区
整
備
事
業

に
お
い
て
市
営
駐
車
場
を
新
設
す
る

こ
と
に
伴
い
、
朝
霞
駅
東
口
広
場
駐

車
場
を
加
え
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
朝
霞
市
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

公
営
住
宅
法
施
行
令
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行

い
、
ま
た
、
市
営
住
宅
か
ら
暴
力
団

員
を
排
除
す
る
規
定
を
設
け
る
た
め
、

入
居
者
資
格
等
の
改
正
を
す
る
も
の

で
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
朝
霞
市
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類

及
び
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
部
分
休

業
の
定
義
を
改
め
、
短
時
間
勤
務
職

員
を
再
任
用
職
員
等
の
適
用
除
外
の

規
定
に
加
え
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
朝
霞
市
民
交
通
傷
害
保
障
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

保
険
会
社
の
合
理
化
に
よ
り
、
市

民
交
通
傷
害
保
障
制
度
の
維
持
が
困

難
と
な
り
、
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

議会だより 
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▽
朝
霞
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
条
例

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る

法
律
お
よ
び
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例
に
基
づ
き
、
後
期
高
齢
者

医
療
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
に
、

新
た
に
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
、

後
期
高
齢
者
医
療
に
係
る
市
の
事
務
、

保
険
料
の
徴
収
業
務
、
普
通
徴
収
に

係
る
保
険
料
の
納
期
お
よ
び
罰
則
な

ど
を
規
定
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

朝
霞
駅
東
口
広
場
駐
車
場
の
管
理

に
関
し
、
指
定
管
理
者
と
し
て
社
団

法
人
朝
霞
地
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

※

掲
載
内
容
は
第
１
回
定
例
会
時

点
で
の
も
の
で
す
。
制
度
改
正
等
の

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
担
当

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

第
１
回
定
例
会
の
一
般
質
問
等

の
内
容
は
、
広
報
あ
さ
か
５
月
１５
日

号
の
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
ま
す
。

議
案
審
議

協
働
指
針
策
定
に
つ
い
て

○
篠
原
逸
子
議
員

平
成
２０
年
度
に

お
い
て
市
民
と
行
政
が
協
働
で
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
指
針
と
し

て
協
働
指
針
を
策
定
す
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
条
例
化
を
含
め

て
検
討
が
な
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
お

考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

○
審
議
監

現
在
、
協
働
指
針
を
策

定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ず
協
働
指
針
を
策
定
し
、
市
民
参

加
の
ル
ー
ル
づ
く
り
、
実
態
が
伴
っ

た
後
に
、
そ
の
必
要
性
を
含
め
た
検

討
を
行
っ
て
、
必
要
と
あ
れ
ば
条
例

化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

○
藤
井
由
美
子
議
員

後
期
高
齢
者

は
、
こ
の
保
険
か
ら
は
切
り
離
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
か
つ
、
後
期
高
齢

者
支
援
金
は
別
項
に
あ
り
ま
す
が
、

療
養
給
付
費
、
高
額
療
養
費
が
前
年

度
よ
り
五
割
増
で
算
定
さ
れ
、
そ
の

た
め
、
保
険
料
が
増
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。
医
療
費
の
伸
び
は
、
毎
年
お

よ
そ
一
割
と
聞
き
ま
し
た
が
、
五
割

増
の
理
由
は
何
で
す
か
。

○
健
康
福
祉
部
長

医
療
費
の
伸
び

に
加
え
、
平
成
２０
年
度
よ
り
退
職
者

医
療
制
度
が
段
階
的
に
廃
止
と
な
り
、

６５
歳
以
上
の
退
職
被
保
険
者
等
が
一

般
被
保
険
者
に
移
行
す
る
た
め
大
幅

な
増
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

▽
朝
霞
基
地
跡
地
内
の
有
害
物
質
調

査
結
果
の
公
開
を
求
め
る
意
見
書

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

昨
年
５
月
、
朝
霞
基
地
跡
地
内
の

土
壌
汚
染
調
査
に
関
す
る
中
間
報
告

が
国
か
ら
提
出
さ
れ
、
環
境
基
準
を

大
幅
に
上
回
る
鉛
の
検
出
が
明
ら
か

に
な
り
、
朝
霞
市
民
は
少
な
か
ら
ず

不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
は
、
戦
前
は
旧
陸
軍
被
服

廠
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
に
は

米
軍
野
戦
病
院
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
た
経
緯
も
あ
り
、
跡
地
内
に
は
基

地
特
有
の
地
下
構
造
物
、
電
機
・
通

信
ケ
ー
ブ
ル
等
の
設
備
類
、
燃
料
・

上
下
水
道
等
の
配
管
類
が
い
ま
だ
手

つ
か
ず
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

鉛
の
ほ
か
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
、
Ｐ

Ｃ
Ｂ
等
に
よ
る
土
壌
汚
染
も
過
去
に

報
告
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
対
応

が
遅
れ
る
こ
と
は
利
用
計
画
策
定
を

進
め
る
上
で
大
き
な
障
害
と
な
り
ま

す
。よ

っ
て
、
朝
霞
市
議
会
は
国
に
対

し
、
市
民
の
願
い
で
あ
る
朝
霞
基
地

跡
地
の
有
効
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、

次
の
事
項
に
迅
速
に
対
応
し
、
措
置

す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

記

１

地
下
深
度
ご
と
の
有
害
物
質
の

種
類
、
数
量
、
分
布
状
態
等
の
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
を
早
急
に
完
了
し
、
そ

の
結
果
を
公
開
す
る
こ
と
。

２

利
用
計
画
策
定
の
期
限
に
特
段

の
配
慮
を
す
る
こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
９９
条
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

平
成
２０
年
３
月
２５
日

埼
玉
県
朝
霞
市
議
会
議
長

※
こ
の
意
見
書
の
送
付
先

内
閣
総
理
大
臣
・
財
務
大
臣

▽
道
路
特
定
財
源
の
確
保
に
関
す
る

意
見
書

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

道
路
整
備
は
、
市
民
生
活
の
利
便
、

安
全
・
安
心
、
地
域
の
活
性
化
に
と

っ
て
不
可
欠
で
あ
り
、
住
民
要
望
も

強
い
も
の
が
あ
る
。

現
在
、
地
方
に
お
い
て
は
、
高
速

道
路
な
ど
主
要
な
幹
線
道
路
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
形
成
を
は
じ
め
、
防
災
対

策
、
通
学
路
の
整
備
や
開
か
ず
の
踏

切
対
策
な
ど
の
安
全
対
策
、
さ
ら
に

は
救
急
医
療
な
ど
市
民
生
活
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
道
路
整
備
を
鋭

意
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の

道
路
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、

そ
の
維
持
管
理
も
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
そ
の
費
用
も
年
々
増
大
し
て

い
る
。

こ
う
し
た
中
、
仮
に
現
行
の
道
路

特
定
財
源
の
暫
定
税
率
が
廃
止
さ
れ

た
場
合
、
地
方
に
お
い
て
は
約
９
千

億
円
の
税
収
の
減
が
生
じ
、
さ
ら
に

地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
制
度
も

廃
止
さ
れ
た
場
合
に
は
、
合
わ
せ
て

１
兆
６
千
億
円
規
模
の
減
収
が
生
じ

る
こ
と
と
な
る
。

こ
う
し
た
こ
と
と
な
れ
ば
、
本
市

で
は
２
億
１
４
６
０
万
円
規
模
の
減

収
が
生
じ
る
こ
と
と
な
り
、
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
で
、
道
路
の
新
設
は

も
と
よ
り
、
着
工
中
の
事
業
の
継
続

も
困
難
と
な
る
な
ど
、
本
市
の
道
路

整
備
は
深
刻
な
事
態
に
陥
る
こ
と
に

な
る
。

議
員
提
出
議
案
２
件
を
審
議

こ
れ
は
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
で
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
可
決
し
た
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
内
閣
総
理
大
臣

を
は
じ
め
、
関
係
行
政
庁
等
に
提
出
し
ま
し
た
。

議会だより 
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銀 行 

市 役 所 

駐 車 場 

至朝霞駅 

玄 関 傍
聴
席
入
口 

市議会を傍聴して 
みませんか 

 

埼
玉
県
の
選
挙
統
一
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
選
挙
く
ん
」

傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍

聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴

席席席席席席席席席席席席席席席席席席席席入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口

さ
ら
に
は
、
危
機
的
状
況
に
あ
る

本
市
の
財
政
運
営
を
直
撃
し
、
教
育

や
福
祉
と
い
っ
た
他
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
な
ど
市
民
生
活
に
も
深
刻

な
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
こ
と
に

も
な
る
。

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
現
行

の
道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率
を
堅

持
し
、
関
連
法
案
を
年
度
内
に
成
立

さ
せ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
９９
条
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
２０
年
３
月
２５
日

埼
玉
県
朝
霞
市
議
会
議
長

※
こ
の
意
見
書
の
送
付
先

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・
内

閣
総
理
大
臣
・
総
務
大
臣
・
財
務
大

臣
・
経
済
財
政
政
策
大
臣
・
国
土
交

通
大
臣

議
会
の
詳
細
は

会
議
録
で

会
議
録
は
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
３
階
）
の
ほ
か
、
図
書
館

お
よ
び
各
公
民
館
図
書
室
に
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
（
今
回
の
会
議
録
は
、

６
月
上
旬
に
配
置
予
定
で
す
）。

審
議
内
容
を
詳
し
く
お
知
り
に
な

り
た
い
方
は
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

図
書
館
ま
た
は
各
公
民
館
図
書
室
で

会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

寄
附
行
為
の

禁
止
に
つ
い
て

議
員
の
寄
附
行
為
は
、
公
職
選
挙

法
の
規
定
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。「

三
な
い
運
動
」
と
し
て
、
①
政

治
家
は
有
権
者
に
寄
附
を
贈
ら
な
い
、

②
有
権
者
は
政
治
家
に
寄
附
を
求
め

な
い
、
③
政
治
家
か
ら
有
権
者
へ
の

寄
附
は
受
け
取
ら
な
い
、
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

請
願
審
議

―
採

択
―

▽
朝
霞
基
地
跡
地
内
の
有
害
物
質
調

査
結
果
の
早
期
公
開
を
求
め
る
請
願

（
請
願
者
）

朝
霞
基
地
跡
地
利
用
市
民
連
絡
会

お
お
い
し

の
り

こ

代
表

大
石

紀
子
さ
ん

―
不
採
択
―

▽
基
地
跡
地
内
に
国
家
公
務
員
宿
舎

受
け
入
れ
撤
回
を
求
め
る
請
願

（
請
願
者
）

朝
霞
基
地
跡
地
利
用
市
民
連
絡
会

お
お
い
し

の
り

こ

代
表

大
石

紀
子
さ
ん

▽
こ
ど
も
医
療
費
無
料
制
度
の
助
成

対
象
の
年
齢
拡
大
を
求
め
る
請
願
書

（
請
願
者
）

新
日
本
婦
人
の
会
朝
霞
支
部

ふ
か
ざ
わ

や
す

こ

支
部
長

深
澤

侃
子
さ
ん

―
継
続
審
査
―

▽
朝
霞
基
地
跡
地
有
効
利
用
の
促
進

を
求
め
る
請
願

（
請
願
者
）

た

む
ら

ゆ
う
じ

田
村

雄
二
さ
ん

▽
基
地
跡
地
整
備
計
画
に
関
す
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
尊
重
を
求
め

る
請
願

（
請
願
者
）

た

や

て
る
ひ
ろ

田
谷

英
浩
さ
ん

▽
最
低
保
障
年
金
制
度
の
実
現
を
求

め
る
請
願

（
請
願
者
）

年
金
者
組
合
朝
霞
支
部くり
も
と

ひ
ろ
し

支
部
長

栗
本

廣
さ
ん

▽
妊
婦
無
料
健
診
の
回
数
を
増
や
す

こ
と
を
求
め
る
請
願
書

（
請
願
者
）

新
日
本
婦
人
の
会
朝
霞
支
部

ふ
か
ざ
わ

や
す

こ

支
部
長

深
澤

侃
子
さ
ん

請
願
・
陳
情
の

提
出
に
つ
い
て

請
願
・
陳
情
の
提
出
の
方
法
は
、

議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
市
議

会
の
コ
ー
ナ
ー
の
「
皆
さ
ん
と
市
議

会
」
の
項
目
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

傍
聴
席
の
入
口
は
、
市
役
所
庁

舎
玄
関
に
向
か
っ
て
右
方
向
に
あ

り
ま
す
。

議会を傍聴することは、市民として市政を身近
に知るための最もよい方法です。皆さんが選んだ
議員がどのような活動、仕事をしているかなどを
十分にご理解いただけると思います。
市議会定例会は、３月、６月、９月、１２月の年
４回開かれます。ぜひ傍聴にお出かけください。
問い合わせ／議会事務局 内線２２８４

�０４８―４６３―０５４９（直通）

次
回
定
例
会
の
開
会
日
は

６
月
２
日
�
の
予
定
で
す

※
請
願
の
提
出
は
、
５
月
２６
日
�

午
後
５
時
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す

議会だより 
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